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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 法人税等の計上基準等に一部簡便的な手続きを用いております。

② 最近連結会計年度からの会計処理方法の変更の有無 ：有 米国の連結子会社において発生した連結調整勘定については、当

期より日本の会計基準に準拠して償却しております。この変更に

伴い、当第 3四半期の償却額は 4,115 百万円増加しております。

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 連結 (新規)16 社 (除外)16 社  持分法 (新規)－社 (除外)5 社

④ 連結範囲及び持分法の適用に関する事項  連結子会社数 251 社  持分法適用会社数 33 社 

 

２．平成 16 年 12 月期第 3四半期の財務・業績の概況（平成 16 年 1月 1日～平成 16 年 9月 30 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況                      （注）記載金額は百万円未満を切捨て 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

16 年 12 月期第 3四半期 1,090,662 － 103,302 － 101,821 － 88,886 －

15 年 12 月期第 3四半期 － － － － － － － －

（参考）15 年 12 月期 1,242,956 83,187 75,414  53,641
 
 1 株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益 

 円 銭 円 銭

16 年 12 月期第 3四半期 75.76 71.19 

15 年 12 月期第 3四半期 － － 

（参考）15 年 12 月期 45.65 43.17 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 1 株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円 銭

16 年 12 月期第 3四半期 1,927,174 711,845 36.9 608.24

15 年 12 月期第 3四半期 － － － －

（参考）15 年 12 月期 1,806,611 622,798 34.5 530.57

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による 

キャッシュ・フロー

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

16 年 12 月期第 3四半期 161,656 △86,462 △77,967 57,061

15 年 12 月期第 3四半期 － － － －

（参考）15 年 12 月期 147,883 △61,461 △92,331 55,915

 

３．平成 16 年 12 月期の連結業績予想（平成 16 年 1月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

通 期 1,470,000 132,000 78,000 66.65 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としてお

り、実際の業績とは異なる結果となる可能性があります。 

※15 年 12 月期は決算期変更により 9ヶ月決算となっているため、前年同四半期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

(財)財務会計基準機構会員
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経営成績の進捗に関する定性的情報 

 

○ガラス事業 

ガラス事業は、グローバルに事業を展開する建築用の板ガラスと自動車ガラス、並びに、主に国内で事業を展開する住宅用外

装建材などのその他ガラスの部門から構成されます。 

板ガラス部門は、アジアにおいて安定した成長が持続するなかで、北米とヨーロッパにおいても回復基調となり、グループの

板ガラス製造設備の稼働率が３地域で上昇しました。また、世界中の製造拠点のベンチマーキング（各製造拠点の生産性分析と

比較）を通じたコストダウン施策の成果が表われ始め、グループ全体の生産コストにおいて、エネルギーコストの上昇分を埋め

合わせる以上の効果をもたらしました。これは、２年前に導入した新しいグローバル経営体制の大きな成果のひとつです。ヨー

ロッパは、中欧、東欧（特にロシア）の需要が旺盛であったことに加え、西欧の高付加価値品の販売が好調であったことから堅

調に推移しました。日本を除くアジアにおいては、中国、タイ、フィリピンなどの経済成長に後押しされ引き続き好調でした。

日本においても、景気の緩やかな回復に伴い板ガラスの需要は比較的安定して推移しました。北米は、販売価格が前年度のレベ

ルを下回り、且つ、コストダウンの効果がエネルギーコストの上昇を充分に吸収できていないなど、依然として厳しい事業環境

にありますが、出荷量は増加の傾向にあります。 

自動車ガラス部門は、今期は高付加価値製品の販売が好調に推移したことなどから売上が増加しました。日本では、自動車生

産台数が前年比で若干増加したことに加え、高付加価値製品が増加した結果、売上が伸長しました。日本を除くアジアにおいて

は、自動車生産台数の増加に伴い、売上が増加しました。ヨーロッパでは、自動車生産台数の増加に伴い売上が若干増加しまし

た。北米では、高付加価値品の販売増が寄与して売上を伸ばしました。 

その他ガラス部門では、住宅用外装建材事業がやや持ち直したことや、旭テクノグラス㈱の構造改善施策の成果などから収益

はやや改善しました。 

以上の結果に加え、当期より日本の会計基準に準拠して米国の連結子会社で発生した連結調整勘定の償却を開始したことから、

ガラス事業の売上高は５，４８１億円、営業利益は３５１億円となりました。 

 

○電子・ディスプレイ事業 

電子・ディスプレイ事業は、ブラウン管（ＣＲＴ）用ガラスやフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）用ガラス基板を扱うデ

ィスプレイ部門と電子部材部門で構成されています。 

ＣＲＴ用ガラスについては、円高や原燃材料費及び海上運賃の高騰によるコストアップの影響を受けたものの、中国及びＡＳ

ＥＡＮ向けを中心に需要増となり、販売は堅調に推移しました。特に需給がタイトになった中小型品に関しては、一部価格改定

を実施しました。 

ＦＰＤ用ガラスについては、パソコンや薄型テレビ（液晶テレビ、プラズマテレビ）の販売台数が堅調であったことから、当

社のＴＦＴ－ＬＣＤ用ガラス基板及びＰＤＰ用ガラス基板の販売も引き続き好調に推移しました。 

電子部材関連部門については、携帯電話などに使用される中小型ディスプレイが引き続き好調でした。さらに、ＤＶＤプレー

ヤー／レコーダーなどに使用される光ピックアップ部品、液晶プロジェクターやデジタルカメラに使用される光学フィルター、

ＰＤＰ用フリットペースト、半導体製造装置用の合成石英などもデジタル家電の市場拡大に伴い堅調に推移しました。 

以上の結果、電子・ディスプレイ事業の売上高は３，２２０億円、営業利益は５３８億円となりました。 

 

○化学事業 

化学事業は苛性ソーダをはじめとするクロール・アルカリ部門と、フッ素系の樹脂やフィルム、ガス・溶剤を中心とするフッ

素化学部門、及びウレタン・その他部門から構成されています。 

クロール・アルカリ部門については、中国や東南アジアの旺盛な需要に支えられ、タイ、インドネシア子会社の販売が引き続

き好調に推移しました。日本においてもコストダウン施策の効果に加え、輸出需要にも支えられ堅調に推移したことから比較的

好調でした。 

フッ素化学部門については、撥水撥油剤、ＰＤＰ用光学フィルターの販売が引き続き好調でした。また、米国では引き続きフ

ッ素樹脂事業の収益改善施策を実施していますが、他地域のフッ素樹脂およびフッ素ゴムの販売は好調に推移しました。 

以上の結果、化学事業の売上高は２，０９７億円、営業利益は１２３億円となりました。 

 

○その他の事業 

その他の事業は、セラミックス事業、物流・エンジニアリング等のサービス事業から構成されています。 

セラミックス事業において、ガラスエンジニアリング分野での日本、中国間の連携した生産体制の整備が進み、さらに、ファ

インセラミックスの販売が好調に推移した結果、その他の事業の売上高は５４８億円、営業利益は２１億円となりました。 
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(要約)四半期連結貸借対照表 

 

（単位：百万円） 

当第３四半期末 前連結会計年度末 期 別 

科 目 平成 16 年 9月 30 日現在 平成 15 年 12 月 31 日現在 

   

流 動 資 産 653,118 582,060 

現金及び預金 85,831 61,882 

受取手形及び売掛金 292,238 259,870 

たな卸資産 218,481 203,643 

その他の流動資産 63,074 64,596 

貸倒引当金 △ 6,508 △7,932 

   

固 定 資 産 1,273,612 1,224,015 

有形固定資産 877,789 810,213 

無形固定資産 103,401 104,858 

投資有価証券 230,861 251,837 

その他の固定資産 64,470 60,138 

貸倒引当金 △ 2,911 △3,032 

   

繰 延 資 産 443 535 

   

資 産 合 計 1,927,174 1,806,611 

   

流 動 負 債 551,676 489,319 

支払債務 237,199 221,566 

社債及び短期借入金 146,128 141,296 

その他の流動負債 168,348 126,456 

   

固 定 負 債 532,692 583,784 

社債及び長期借入金 389,943 432,971 

その他の固定負債 142,748 150,812 

   

負 債 合 計 1,084,368 1,073,103 

   

少 数 株 主 持 分 130,960 110,709 

   

資 本 711,845 622,798 

資本金 90,472 90,472 

資本剰余金 84,400 84,395 

利益剰余金 522,560 449,958 

土地再評価差額金 120 121 

その他有価証券評価差額金 52,716 43,243 

為替換算調整勘定 △33,616 △44,175 

自己株式 △4,809 △1,216 

   

負債・少数株主持分・資本合計 1,927,174 1,806,611 
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(要約)四半期連結損益計算書 

 

（単位：百万円） 

当第３四半期 前連結会計年度 
期 別 

科 目 平成 16 年 1月 1日～ 

平成 16 年 9月 30 日 

平成 15 年 4月 1日～ 

平成 15 年 12 月 31 日 

   

売 上 高 1,090,662 1,242,956 

   

売 上 原 価 798,886 941,342 

   

販売費及び一般管理費 188,473 218,427 

   

営 業 利 益 103,302 83,187 

   

営 業 外 収 益 13,093 13,002 

受取利息及び配当金 3,616 4,014 

持分法による投資利益 4,329 2,541 

雑収入 5,146 6,446 

   

営 業 外 費 用 14,574 20,775 

支払利息等 8,479 11,774 

雑損失 6,095 9,000 

   

経 常 利 益 101,821 75,414 

   

   

特 別 利 益 49,013 27,841 

   

特 別 損 失 9,444 17,549 

   

   

税金等調整前四半期(当期)純利益 141,389 85,707 

   

法人税等 40,598 20,864 

少数株主利益 11,904 11,201 

   

四半期(当期)純利益 88,886 53,641 

   

（注）前連結会計年度は決算期変更に伴い 9ヶ月決算となっております。 
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(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

（単位：百万円） 

当第３四半期 前連結会計年度 
期 別 

科 目 平成 16 年 1月 1日～ 

平成 16 年 9月 30 日 

平成 15 年 4月 1日～ 

平成 15 年 12 月 31 日 

   

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期(当期)純利益 141,389 85,707 

減価償却費 81,015 99,899 

連結調整勘定償却額 6,004 3,086 

引当金の増加(△減少)額 △7,975 △3,038 

受取利息及び受取配当金 △3,616 △4,014 

支払利息及びコマーシャルペーパー利息 8,479 11,774 

為替差損(△差益) △1,289 907 

持分法による投資利益 △4,329 △2,541 

有価証券・固定資産売却損益等 △19,819 △12,853 

売上債権の減少(△増加)額 △21,845 △10,004 

たな卸資産の減少(△増加)額 △8,688 △9,073 

支払債務の増加(△減少)額 6,079 7,401 

その他 9,358 △609 

小計 184,761 166,640 

利息及び配当金の受取額 4,815 7,047 

利息の支払額 △8,182 △12,131 

法人税等の支払額 △19,738 △13,671 

営業活動によるキャッシュ・フロー 161,656 147,883 

   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産等の取得による支出 △117,149 △108,180 

固定資産等の売却による収入 8,296 19,231 

投資有価証券の取得による支出 △9,264 △24,768 

投資有価証券の売却による収入 49,330 52,553 

その他 △17,674 △298 

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,462 △61,461 

   

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金・コマーシャルペーパーの純増加(△減少)額 △6,621 △51,905 

長期借入による収入 36,794 30,489 

長期借入金の返済による支出 △36,942 △45,449 

社債発行による収入 1,017 35,000 

社債の償還による支出 △54,332 △76,202 

借入有価証券の売却による収入 3,324 22,469 

配当金の支払額 △17,697 △6,409 

その他 △3,509 △325 

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,967 △92,331 

   

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 1,400 △1,660 

   

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加(△減少)額 △1,373 △7,570 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 55,915 55,282 

連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の残高調整 2,519 8,203 

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 57,061 55,915 

 

（注）前連結会計年度は決算期変更に伴い 9ヶ月決算となっております。 
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セグメント情報 

 

１．事業の種類別セグメント情報 

 

当第３四半期（平成 16 年 1 月 1日～平成 16 年 9 月 30 日）                    （単位：百万円） 

 
ガラス 

電子・ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
化学 その他 計 

消去又は

全社 
連結 

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 544,397 321,269 201,994 23,001 1,090,662 － 1,090,662

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
3,749 754 7,663 31,831 43,998 (43,998) －

計 548,146 322,023 209,657 54,832 1,134,660 (43,998) 1,090,662

営業費用 513,039 268,217 197,338 52,752 1,031,348 (43,988) 987,359

営業利益 35,107 53,806 12,319 2,079 103,312 (9) 103,302

 

前連結会計年度（平成 15 年 4月 1日～平成 15 年 12 月 31 日）                   （単位：百万円） 

 
ガラス 

電子・ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
化学 その他 計 

消去又は

全社 
連結 

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 662,322 335,496 218,124 27,012 1,242,956 － 1,242,956

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
2,359 1,495 8,997 37,218 50,071 (50,071) －

計 664,682 336,992 227,121 64,231 1,293,027 (50,071) 1,242,956

営業費用 629,132 298,513 219,431 62,688 1,209,765 (49,996) 1,159,769

営業利益 35,549 38,479 7,690 1,542 83,262 (74) 83,187

 

 

２．所在地別セグメント情報 

 

当第３四半期（平成 16 年 1 月 1日～平成 16 年 9 月 30 日）                    （単位：百万円） 

 
日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計 

消去又は

全社 
連結 

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 523,128 202,098 150,022 215,412 1,090,662 － 1,090,662

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
114,626 46,414 6,688 1,781 169,511 (169,511) －

計 637,755 248,512 156,710 217,194 1,260,173 (169,511) 1,090,662

営業費用 591,064 207,175 158,688 198,039 1,154,966 (167,607) 987,359

営業利益又は営業損失(△) 46,691 41,337 △1,977 19,155 105,206 (1,903) 103,302

 

前連結会計年度（平成 15 年 4月 1日～平成 15 年 12 月 31 日）                   （単位：百万円） 

 
日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計 

消去又は

全社 
連結 

売上高    

(1)外部顧客に対する売上高 595,110 207,341 168,515 271,988 1,242,956 － 1,242,956

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
85,040 56,589 8,199 2,010 151,840 (151,840) －

計 680,151 263,931 176,715 273,999 1,394,797 (151,840) 1,242,956

営業費用 653,905 228,643 171,797 256,919 1,311,266 (151,496) 1,159,769

営業利益 26,245 35,287 4,918 17,079 83,531 (343) 83,187
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補足資料 

 

 

１．暦年ベースの事業セグメント別業績前年同期比較（参考値） 

 

旭硝子及び旧 3 月決算の連結子会社の平成 15 年 1～9 月業績と 12 月決算の連結子会社の平成 15 年 1～9 月業績を連

結した、平成 15 年(暦年)9 ヶ月通算(参考値)と平成 16 年 9ヶ月通算の事業セグメント別の業績比較は以下のとおり

です。 

            （単位：億円） 

 平成 15 年(暦年)9 ヶ月通算 

（平成 15 年 1～9月） 

平成 16 年 9ヶ月通算 

（平成 16 年 1～9月） 

 売上高 営業利益 売上高 増減 営業利益 増減 

ガラス 5,340 233 5,481 141 351 118

電子・ディスプレイ 2,698 281 3,220 522 538 257

化学 1,927 44 2,097 170 123 79

その他 525 8 548 23 21 13

消去 △400 △4 △440 △40 △0 4

全社合計 10,091 562 10,907 816 1,033 471

 

 

２．為替レート 

 

 平成 16 年度 9ヶ月通算 

（平成 16 年 1～9月） 

平成 16 年度通期 

（平成 16 年 1～12 月） 

 期中平均 期末 予想 

円／ドル 109.26 111.05 109 

円／ユーロ 133.22 137.04 133 

 

 

３．事業セグメント別業績予想 

 

平成 16 年度通期（平成 16 年 1～12 月）     (単位：億円) 

 売上高 営業利益 

ガラス 7,350 460 

電子・ディスプレイ 4,400 710 

化学 2,800 160 

その他 750 20 

消去 △600 0 

全社合計 14,700 1,350 

 




